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謝氷心の日本滞在期における小説『無題』について
陳　　穎　　穎
On Xie Bingxin’s Novel Untitled  
Written During Her Stay in Japan
CHEN Yingying
Abstract
	 Xie	 Bingxin,	 a	 well-known	 Chinese	 female	 novelist,	 attempted	 to	 write	 a	
number	 of	 literary	 works	 during	 the	 winter	 of	 her	 stay	 in	 Japan.	 During	 her	
stay,	 Xie	 Bingxin	 was	 mainly	 engaged	 in	 activities	 such	 as	 working	 for	 the	
Chinese	 delegation	 and	 giving	 talks	 at	 the	 University	 of	 Tokyo.	 Due	 to	 these	
constraints	 on	 her	 time,	Xie’s	 creative	work	was	 not	 progressing	 very	 rapidly.	
At	the	same	time	Xie	was	also	dealing	with	difficult	personal	 issues.	During	this	
period	she	wrote	only	one	novel,	Untitled,	which	was	only	completed	due	to	the	
encouragement	 of	 friends.	 From	 Xie’s	 conversation	 with	 her	 friends	 it	 can	 be	
seen	 that	 she	 never	 had	 enough	 time	 for	 her	 creative	 work,	 and	 this	 is	 also	
evidenced	 by	 her	 low	 output.	 However	 it	 was	 also	 during	 this	 time	 that	 Xie	
became	interested	in	Children’s	Literature.	After	returning	to	China,	Xie	became	
well	known	as	a	writer	of	children’s	 literature.	Xie’s	stay	 in	Japan	was	a	time	of	
personal	 difficulty,	 however	 it	 was	 also	 the	 beginning	 of	 her	 career	 as	 a	
children’s	writer.	
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はじめに
　中国を代表する女流小説家謝氷心は、1946-1951年の間に日本に滞在していた。その間の謝氷
心は、主に中国代表団に関係する行事や東京大学での講演など、その生活は多忙をきわめた。
時間的制約の中で謝氷心は、日本において滞在期間に執筆した唯一の小説に『無題』がある。
　『無題』については、これまでの謝氷心研究にはほとんど触れられず、作品の分析、論評もさ
れていない。しかし謝氷心は、新たな創作活動として児童文学に手を染めていた。
　そこで本論文は、謝氷心が日本に滞在していた時期に書かれた未公開の児童向けの文章など
を中心に、日本滞在期における謝冰心の創作への姿勢や創作状況について明らかにしたい。　
一、謝氷心の創作に対する姿勢
　謝冰心が、1946-1951年に日本に滞在していた間の生活は多忙を極めた。彼女の日本での知名
度は高く、連日新聞や雑誌の記者が代表団宿舎につめかけてきた。また代表団員夫人として、
様々な社交の場に出席せねばならなかった1）。このため執筆に専念する時間はあまりなかったよ
うである。1948年以降は東京大学の講演や講義の準備に忙しくなったと考えられる。1946年に
飯塚朗氏が冰心のもとを訪れた際に、今後の創作について話が及ぶと、冰心は「材料があれば
書く」とだけ答え、明言を避けた2）。1948年 1 月12日に、『週刊朝日』の杉田という記者が取材
に訪れた際には、冰心は日本人女性を対象にした小説を書きたいという意欲を示した。しかし
作品が日本語に翻訳されても自分は理解できないのを懸念していたこともあり、実現には至ら
なかった3）。1949年 1 月には、冰心の講演内容をまとめた本『中国文学をどう鑑賞するか』が講
談社から出版された。その時、冰心は自ら草稿に目を通すことを希望し、日本語に翻訳された
原稿を再度中国語に訳してもらった上で推敲するという徹底ぶりであった4）。この出版準備は、
1948年 6 月からはじまり、冰心が原稿を提出したのはその年の暮れのことであった5）。以上は当
時、自分の文章が翻訳され発表されるにあたって、冰心がかなり神経を使っていたことが分か
るエピソードである。また、この出版作業が行われたのが、上記の取材と同年の1948年である
ことから、おそらくこの年は添削作業に時間を費やしたため、創作にあてる時間がなくなった
のかもしれない。
	1）	 卓如『冰心評伝』海峡文艺出版社、1999年、第四册	、269頁。
	2）	 飯塚朗「冰心女士に会う」『中国随筆』創刊号、1947年 4 月15日、10頁。
	3）	『冰心年譜』、1947年の項に「冰心接受『朝日週刊』的記者杉田的採訪。
	4）	 謝冰心著・倉石武四郎訳『中國文学をどう鑑賞するか』、1949年 1 月、159頁。
	5）	 同上、謝冰心著・倉石武四郎訳『中國文学をどう鑑賞するか』、159頁。
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　日本滞在期に創作が極端に少なかった事情として、時間や翻訳上の問題のほかに、内面的な
問題も考えられる。後に冰心は、1951年に帰国するまで作品が次第に少なくなっていった理由
を「当時、労農大衆と結びつけて作品を書くことはなかったし、ありえなかった。自分の周囲
の内憂外患に対して悲憤や不満を抱くだけで、前途の希望と光明が見えなかった」6）、「生活範囲
が狭く、創作の源泉がすぐに枯渇してしまった」7）ためとしている。これらが1949年以降の政治
情勢を考慮に入れた上での発言であることには注意を払う必要がある。しかし、冰心が当時ス
ランプ状態に陥っていたことを物語る資料とは言えるであろう。このような時間的制約や冰心
自身の葛藤の中で書かれたのが、1947年執筆の『無題』であった。
二、『無題集』および『無題』について
　ここでは日本滞在時期に唯一書かれた小説『無題』、およびそれが収められた中国現代女性作
家の短編集『無題集』について考察していく。　
1 、『無題集』について　　
a. 出版された理由　
　『無題集』は、1947年10月に上海晨光出版会社から出版された。この本の出版に携わったの
は、冰心の友人趙清閣8）であった。趙は出版にあたって、かつて女性作家の作品を体系的に紹
介・収集した例が少なく、いくつかの選集や評論書籍の出版も、厳正さと客観性に欠けること
を挙げている。また、出版を手がけた晨光出版会社も、五四運動期から抗日戦勝利までを一つ
の時代の区切りと見て、三十年間の新旧女性作家の最新作を系統立てて収集しようとしていた9）。
　なお、この『無題集』は、女性作家の小説のみを収録しており、引き続き散文・詩歌・演劇
集を編集する企画があった。その時には、『無題集』に作品を提供した女性作家たちを含む全女
性作家に参加を要請する予定もあった10）が、結局その計画は頓挫し、『無題集』だけが出版され
たようである。
	6）	『創作談』、1979年、58頁。
	7）	 卓如『冰心全集 7』（“五四”到“四五”	）、1979年、35-41頁。
	8）	 趙清閣（1914-）女性作家。抗戦以前は専ら散文小説を手がける。抗戦開始後、武漢で全国文芸界抗敵救
亡協会に参加、華中図書公司の文芸月刊『弾花』の主編、のちに『弾花文芸叢書』も主編をつとめる。抗
戦勝利後は上海に戻り『神州日報』副刊の主編となる。出版された小説、劇本ともに多数。冰心とは抗戦
中に老舎の紹介で知り合った。
	9）	 趙清閣『無題集』、晨光出版社、1947年10月、 2頁。
10）	 同上、趙清閣『無題集』、 4頁。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 7号308
b. 各作家について
　この本には謝冰心の他に、11作家11作品が収録されているが、いずれも未発表のものである。
五四前後の作家は冰心の他に、袁昌英・馮元君・蘇雪林・陸晶清・沈桜・陸小曼、九一八事変
前後からは謝冰瑩、七七事変前後からは鳳子・王瑩・羅洪と、五四前後にやや偏りはあるが、
各時代の作家を比較的網羅している。九一八事変前後の作家については、丁玲の作品も収録す
る予定であったが、国内の交通状況のひどさから受け取ることができなかった11）という。
11名のうち国外から寄稿した作家は冰心と陸晶清で、陸晶清はロンドンから寄稿している。冰
心が小説を書くのは約三年ぶりのことであった。『序』によると、国内の作家でも馮元君はそれ
まで小説を執筆したことがなく、袁昌英は久しく小説を執筆しておらず、王瑩、沈桜に至って
は長年何も執筆していない。ロンドンの陸晶清も同様である。このように、各時代を代表する
女性作家の作品を収録した上、長期間執筆していなかった女性作家が新たに作品を書き下ろし
ている点に、この『無題集』の価値があると言える。この本の存在と各女性作家の詳しい消息
のみ、飯塚朗氏によって日本でも紹介された12）。
c. 編集方式
　この本の編集にあたって、趙清閣は欧米の出版スタイルをまねたという。それはすべての作
品の前に、各作家の写真と筆跡をのせるというものである。このことを趙は、作品に歴史的価
値を付け加え、読者に深い印象を与えるためと自負している13）。冰心の作品の前にも、東京で撮
影された写真と趙宛の手書きの書簡が載せられている。1947年 5 月18日付趙宛の書簡に「ずっ
と写真は撮っていません。新聞記者のところにあるから一枚送ります」14）とあるのが、おそらく
ここに載せられた写真であろう。さらに各女性作家の略歴も作品の前につけられている。
2 、『無題』について
a. 執筆の経緯
　この作品は、冰心が自主的に執筆したものではなく、友人趙清閣の要求に応じて書かれたも
のである。趙は、1947年の 2月に各女性作家に執筆の依頼をはじめたと、『無題集』の序文で述
べている15）。だが、冰心に対する執筆依頼は、その一年前の1946年には既に始まっている。冰心
が趙清閣に宛てた書簡には、「あなたは私に文章を書いてほしいのでしょう。書きたくないなん
てことがありますか。ただこの環境はあまり執筆に適していません、客人があまりにも多いの
11）	 同上、趙清閣『無題集』、 4頁。
12）	 飯塚朗『新夕刊』「中國の女作家（上）（下）」、1950年 6 月24日。
13）	 前掲、趙清閣『無題集』、 4頁。
14）	 卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、海峡文艺出版社、1947年 5 月18日、415頁。
15）	 前掲、趙清閣『無題集』、 2頁。
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で」（ 3月 4日）16）、「私は文章を書くことをあなたに約束しました。きっとその命に応えます」
（ 3月16日）17）とある。これらの記述から、既に文章の執筆依頼がなされていたことが分かる。
冰心が来日してからも趙の依頼は続き、翌1947年 2 月に書かれた趙宛の書簡には執筆に関する
返答が見られる18）。 4月には特に、小説を書いてほしいと趙から言われたことがうかがえる文面
がある19）。このような経緯を経て『無題』の執筆が決定するのは同年 8月のことであった20）。
b. 書かれた時期
　『無題』の最後には、「三十六年八月廿七日、日本、軽井沢」21）と記されている。しかし、趙清
閣宛の書簡には「やはり忙しいけれども『無題』は一両日中に差し出せるでしょう」（ 9 月 7
日）22）、「私たちは今軽井沢にいます。あの『無題』を書きたいと思っています。明日には書き始
められるでしょう」（ 9月17日中秋）23）とある。さらに、9月21日付の書簡には、「以上は軽井沢
で書いたものです…」24）とあり、『無題』はこの書簡とともに趙清閣のもとへ送られたと考えら
れる。このように、『無題』の文末の日付と書簡の日付には食い違いが見られる。上記の書簡に
「 9月17日中秋」という文字があることから、この日が旧暦の 8月15日だということが分かる。
すると、趙に作品を送ったのは旧暦 8月19日となり、作品の終わりにある「 8月27日」という
日付とはずれが生じる。単純に考えると『冰心年譜』の 8月15日執筆25）が、一番事実に近い。
旧暦 8月17日（新暦 9月19日）と書くべきところを冰心が 8月27日と誤写したと仮定するなら、
書簡の日付と照合して辻褄が合う。しかし、翌年書かれた別の文献には、冰心が一年前の 8月
末に軽井沢を訪れたという記述があり26）、作品末の日付はこの記述に符合する。これらの事柄か
ら、日付を特定することはできないが、いずれにせよ軽井沢に滞在した数日間で、この作品を
書き上げたことになる。執筆以前にその構想はおおよそ固まっていたと考えられる。　
c.『無題』の概況・特徴
　『無題』は『無題集』に収められた後、『冰心全集 3』にも収録されている。今回この二冊に
収められた『無題』を対照してみたが、かぎかっこ等の記号の書き換えはあったものの、他に
16）	 卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、海峡文艺出版社、1946年 3 月 4 日、376頁。
17）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1946年 3 月16日、377頁。
18）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 2 月 4 日、408頁。
19）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 4 月17日、411頁。
20）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 8 月 7 日、420頁。
21）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、562頁。
22）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 9 月 7 日、426頁。
23）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 9 月17日、427頁。
24）	 同上、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 9 月21日、428頁。
25）	 前掲、『冰心年譜』、1947年 8 月15日、265頁。
26）	 謝冰心「日本の風景」『冰心全集』、第三册、1947年、24頁。
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異同は一ヶ所しかなかった。『無題集』では「已盤着一双腿坐在我対面的沙発上…」となってい
る部分が、『冰心全集 3』のものでは「D盤着（以下同じ）…」に変わっている。前者の「已」
では文の意味が成り立たないことから、誤植である可能性が高い。なお、冰心は執筆当初、こ
の作品を四千字程度の長さにしたかったらしいが27）、書きあがったものは結局約二千四百字程度
にしかならなかった。　
　『無題集』に収録された『無題』の特徴は、作品が「×　×　×　×」という記号で、意図的
に四つの場面に区切られていることである。『冰心全集 3』所収のものでは、その記号は省かれ
ている。この作品の特徴は、まず、それぞれの場面に登場する場所が異なり、さらに登場人物
も「我」や「我們」、イニシャル表記になっている。会話文も全体を通して誰が何を話したか不
鮮明である。このことがこの作品を理解しにくいものにしている。以下、『無題集』に収められ
たものに従い、この作品を 4つの場面に分けて考察をしていくこととする。
3 、作品考察　
a. あらすじ
　「私」は機内から藍色の空と無色の海を見ている。機体は無色透明の大気圏外を飛ぶが、「私」
は何の感想も抱かない。海と天の後ろに心配も、優しさも、憂いも、すべて捨ててきた。海と
天の前方からは、喜びも、希望も、恐れも、真正面から突き進んでくる。現在の沈黙し、疲弊
し、無力な私は、広大な海と天の中では極めて微小な飛行機という殻の中で、ひとつひとつの
影が目の前を滑るようにとんでいくのを聴くにまかせている。（第一部分）
　「私」は横になっている。太陽は既に高くなっているはずなのに、日本人がこの「雑院」をめ
ちゃくちゃに改造し、大廊下を作ったために日当たりが悪く、西の窓の下で育つ苔だけにしか
光が届かない。戦争が終わり日本人は去ったが、日本式家屋は残ったまま七、八世帯が住んで
いる。近所の人が火を借りにきた。彼女は長男が南方に行って十年になるが、マラリアにかか
ったこと、次男夫婦は去年北方に行ったきり音信不通であること、長女は家に残ったが家計を
すべて負担させていること、でも夫が病気で自分は働けないことを語る。最後に彼女は犬の餌
すら満足に買えない現状を「もう犬も人も飢え死にするしかないのかねぇ！」と嘆く。（第二部
分）
　「私」は十年ぶりに友人宅を訪れる。十年前、緑一色で統一されていた客間も、今では色とり
どりになっている。Dは向かいのソファーに座り、「私」にこう語る。「以前同居していたSと
Wは山東省の維県にいるが、そこでの刺激が強すぎたせいか、帰ってこない。Wは情緒不安定
で、日本も中国もアメリカも罵り、一つとていい国はないとわめいている。私もwei（潍）県の
強制収容所で22キロも痩せた。親戚からは帰国を勧められるが、私は生まれも育ちも中国で、
27）	 前掲、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 9 月21日、428頁。
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心は中国にあると言ってもいい。私たちには希望が必要だ。落ち着いて生活し働くことができ
る希望が。中国の前途に希望はあるのだろうか」（第三部分）
　「私たち」は清涼山の南方に位置する掃葉楼に赴いた。しかし辺りの壁には中学生が貼ったス
ローガンがあり、廟堂式の部屋を抜けると、神像はすべて壊されていた。農作物と稲わらが鐘
楼と鼓楼のそばに積まれている。さらに、廟堂の中では老婦人が生活しており、保護風景区で
あるにもかかわらず、まったく保護されていない。「掃葉楼」だというのに木すらない。この状
況を「私たち」の一人が「どこに行こうと柱いっぱいに下手な詩や「×××　×××到此一遊」
といった文字が書き残されている。私たちはただ適当に座って茶をすすり、唾を吐き、瓜子を
かじり、壁にでかでかと自分の名前を書くのが好きなだけだ。」と皮肉交じりに語る。「近代的
な風景、現代人の詩のせいで古代の山水や古人の詩まですべてが信じられなくなった。まった
く、すべてがあまりにも遠くかけ離れてしまった！」（第四部分）
b. 第一部分
　この部分は改行を入れても 7行しかない。この第一部分の「私」は冰心である可能性が高い。
国民参政会出席のため、一時帰国した冰心であったが、当時の中国で冰心が見たものは、避け
られない内戦という現実、国民党の横暴、学生運動への激しい弾圧であった。そんな彼女が上
記のような感情を抱いたとしても不思議はない。卓如も『冰心傳』の中で、この第一部分を、
冰心が上海から東京へ向かう機内で見た光景や抱いた感情と見なし、原文の大半をほぼそのま
ま引用している28）。
c. 第二部分
　この部分の時期は戦後である。舞台は不明である。この場面には「南方に行って十年」にな
る人物が登場するが、実際に、日中戦争勃発後から多くの中国人が南方へ避難している。この
ことからこの部分は、冰心が一時帰国していた1947年に実際に見聞きした話の可能性もある。
この「南方」とは「息子が南方に行ってマラリアにかかった」とあることから重慶あたりでは
ないかと考えられる。冰心は、重慶での暮らしを「マラリアの発作が起きる生活」と言ってい
る29）。隣人は話し相手を「老太太」と呼んでいるが、これは別の隣人なのか、寝こんでいる「私」
なのかは文中から判断しにくい。しかし、作中に「私」は炊事の煙が入ってくると窓をきっち
り閉め、再び床に入ったという描写がある。よって隣人が「私」に窓越しで話をしていると考
えるよりもむしろ、「老太太」と呼ばれる別の人間との会話を「私」が枕元で聞いていると解釈
したほうが妥当だろう。この部分は、隣人の会話を通して物価が高騰のため食べ物がろくに買
えない現実や、家族を離散させた戦争の罪が描かれている。
28）	 謝冰心「48女参政員的沈黙」『冰心伝』、河北教育出版社、534頁。
29）	 前掲、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 2 月 4 日、408頁。
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d. 第三部分
　第三部分の時代は、第二部分同様「十年前」という言葉が登場することから戦後である。舞
台は「私は北京に住んで三十年になるが、郊外で銃声が聞こえなかった時のほうがめずらしい」
という言葉から、北京である可能性が高い。この部分には二つの特徴がある。一つは「私」以
外の登場人物がすべてイニシャル表記である点である。「私」とDのほかにはDの話の中にS、
W、B、J、Hという人物が登場する。冰心の文章における人物のイニシャル表記は、小説では
唯一『第一次宴会』（1929年）中のC教授が挙げられる。C教授のモデルは、文藻の指導教官の
張伯倫教授であり、この作品は彼が冰心たちの新居を訪れた実話がもとになっている30）。また冰
心の身近にいる女性を題材とした『関于女人』にもイニシャル表記が多用されている。よって、
この第三部分も、知人から聞いた話をもとに書かれた可能性が高い。文中の「私」は、おそら
く冰心自身であろう。もう一つは、客間の描写部分以外、ほとんどが会話文で構成されている
点である。冰心は時々、会話文に独特の技法を用いる。それは、一人物の話がすべて終わるか
一段落しないうちは、後方のかぎカッコを使わないというものである。この第三部分でもそれ
が用いられている。この技法は創作初期にもわずかに見られるが、1925年執筆の小説『姑姑』
以降多用されている。『相片』や『関于女人』中の『我的朋友的母親』などの30年代の文章にも
使われている。この技法のみで書かれ、成功した小説に、1933年執筆の『冬児姑娘』がある。
この作品は、母親の独白を通して娘の冬児を生き生きと描くことに成功している。このように、
冰心は一人の人物の会話から第三者を細かく描写するのに長けていた。しかし、こういったか
ぎカッコの使用法は、あくまでも一人の人物の長い会話文にのみ見られる。例えば『冬児姑娘』
と同年に書かれた『我們太太的客廳』では、登場人物が多いため上記のようにカッコを用いて
いない。以上の傾向から第三部分でもほとんどの会話文はDのものと見てよかろう。
　この部分では二回wei（潍）県という場所が登場するが、ここは中国の軍隊の進行ルートであ
り31）、山東省は抗日戦の激戦区の一つであると同時に、アメリカの資金援助を受け軍事力を強化
した国民党が、再三八路軍の粛清を行なった場所でもあった32）。よって、Dが語るSとWの様
子には納得がいく。本文からDは、中国人ではないことが分かる。Dが誰であるか特定はでき
ないが、おそらく冰心とは中国で知り合ったのだろう。最後にDは「私たちには希望が必要だ。
中国の前途に希望はあるのだろうか」と「私」に問いかけている。これは「私」に対する問い
かけであるとともに、読者への問いかけの意味もこめて冰心が友人の言葉を書いたものかもし
れない。
30）	 卓如『冰心伝』、河北教育出版社、2002年、348-351頁。
31）	 楊克林『中国抗日戦争図誌』、天地図書出版社、1994年、402頁。
32）	 田中正俊『抗日戦争』『中国近現代史』、第 7巻、東京大学出版会、1978年 8 月、119頁。
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e. 第四部分
　第四部分の舞台は江蘇省江寧県の清涼山付近である。おおよそ南京の郊外に位置することか
ら、国民参政会で南京を訪れていた冰心が、足を運んだ可能性は高い。この清涼山の南にある
掃葉楼は。明王朝につかえていたgong（龔）賢という人物の住まいである。文章中の「掃葉僧」
とは、おそらくこの人物を指す。この人は山水画をよくし、書に巧みであり、詩心もある文人
であった。それだけに、文人ゆかりの地が汚されている様子に、冰心は強い憤りを覚えたよう
である。冰心は作中で「×××　×××到此一遊」という落書きや、至る所に瓜子や落花生の
殻などを散らかし唾を吐く行為を、不精で汚く貪欲な習慣と表現した。同様の表現は1956年に
全国代表大会代表として江南を視察した後に書かれた『従“到此一遊”説起』という文章にも
ある33）。文中では、江南の景観にはあまり触れずに、公園や古跡を荒らす行為を旧社会がもたら
した最も悪辣で不道徳な態度だと非難した34）。『假如雷鋒叔叔遇見這種事情』（1963年）でも子ど
もたちにこういった行為をせぬよう諭している35）ほどであるから、掃葉楼の状況も腹に据えか
ねたのだろう。さらにまったく木がないため趣に欠ける掃葉楼を、本文中で「この時期に紅葉
がないのは分かる！「紅」とは言わないまでもどうして「葉」すらないんだ？木はいったいど
こに行ってしまったのか？」と表現している。ここで、ことさら木について言及されているの
は舞台のせいばかりではない。日本の生活の中で冰心は木の、特に秋の紅葉の美しさに心ひか
れていた36）。中国に一時帰国した際も、日本で一番好きなものは何かという記者の質問に対し、
木と答えている37）。1946年の秋、来日してすぐ見た日本の紅葉が相当印象深かったようで38）、翌
47年の10月には紅葉祭を見に日光を訪れているほどである39）。日本で秋の紅葉を満喫しただけ
に、上記の表現から掃葉楼の情景に失望した様子がうかがえる。以上のような有様から、この
部分を「古代の山水にも古人の詩も信じられず隔たりすら感じる」と結んだのは仕方のないこ
とかもしれない。
　このように『無題』は冰心の実際の経験、知人などを通して見聞きした事柄を、四つの部分
に分けて描いた作品であるといえる。文章中の会話も知人との間で交わされたものである。見
聞きした話に基づくと考えられる第二・第三部分では、会話文を通して戦後の人々の生活状況
が、第一・第四部分では、冰心の感情や体験が描かれている。趙清閣はこの作品を「文はよく
こなれていて情緒は卓越しており、まことに得がたい作品である」と賞賛している40）が、これ
33）	 卓如「従“到此一遊”説起」『冰心全集』、第 4冊、1957年、427頁。
34）	 前掲、卓如『冰心伝』、下冊、河北教育出版社、2002年 1 月、69頁。
35）	 卓如「假如雷鋒叔叔遇見這種事情」『冰心全集』、第 6冊、1957年、231-232頁。
36）	 謝冰心「日本の風景」『冰心全集』、第三册、1947年、23頁。
37）	 前掲、謝冰心「48女参政員的沈黙」『冰心伝』、河北教育出版社、530頁。
38）	 前掲、謝冰心「日本の風景」『冰心全集』、第三册、24頁。
39）	 前掲、卓如「致趙清閣」『冰心全集』、第三册、1947年 2 月 4 日、431-432頁。
40）	 前掲、趙清閣『無題集』、晨光出版社、1947年10月、 3頁。
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らは事実の羅列であり、作品全体の創作性はほとんど感じられない。よって、小説としてはそ
の評価は高くないといえるだろう。
三、児童文学への萌芽
　冰心は『無題』の他にも執筆を予定していたものがあった。それは児童向けの文章である。
来日した当初、冰心は戦時中に書いた『再寄小読者』の続きを書くことに意欲を示していた41）。
結局それは書かれなかったが、わずかながら児童向けの文章を執筆している。ひとつは「新年
の思い出」という文章である。これは1947年 1 月 4 日付の『小國民新聞』に正月を祝って寄稿
されたものである。自分の幼年期の思い出をまじえながら、爆竹や正月の賑やかな遊び、元旦
の朝の行事などを日本の子どもたちに分かりやすく紹介している。文末には「年の始めに当た
つて、私たちはみなさんとともに力を合わせて働き、疲れ果てたこの地球の上に、美しい世界
を築こうと思います」という新年の抱負が書き添えられている。さらに日本滞在期に『寄日本
的小読者』という文章が執筆されていた可能性がある。『無題集』の冰心の経歴に「現在『寄日
本的小読者』の執筆に没頭しており、日本の各新聞で連載されているほか、まもなく単行本が
晨光出版公司から出される」42）とある。さらに散文「日本の風景」の冰心紹介にも「日本のをさ
な子に與ふ」を執筆中という文字が見える43）。『無題集』が出版されたのは1947年10月であるこ
とから考えて、上記の「現在」というのは同年 9月頃の話であろう。また「日本の風景」は1948
年 5 月22日に執筆されていることから、少なくともこの間八ヶ月以上連載が続いていたと推測
できる。しかし、1947年 9 月頃から翌48年 6 月頃まで主要な全国紙、地方紙（東京）、当時有名
であった小学生新聞のいずれにも、この作品の存在を確認することができず、出版予定のあっ
た単行本も見あたらなかった。だが、もし今後この作品が発見されることがあれば、帰国後冰
心が児童文学に従事しはじめた端緒として、注目すべきであることは確かである。
　なお、冰心は創作初期から『寂寞』『離家的一年』等、子どもを題材とした作品を書き、子ど
も向け読み物として『寄小読者』を執筆していたため、五四期の頃から既に児童文学作家であ
ったとの評価もなされている44）。しかし少なくとも当時本人にそのような意識はなく、戦後来日
41）	「中日女流作家の座談會」で冰心は「『再寄小読者』を大公報に四編発表しました、これは全部で廿章、
うち四章だけ出來ています、あとの十六章は日本で書くつもりです」と語っている。なお、この文章は四
編どまりのまま冰心にその存在を忘れられてしまった。1958年に子どもたちに宛てて書かれた文章が『再
寄小読者』と名づけられているのはそのためである。
42）	『無題集』の冰心略歴の部分に「現在没頭執筆写『寄日本小読者』、除正在日本各報連載外、単行本将交
晨光公司出版」とある。
43）	 前掲、謝冰心「日本の風景」『冰心全集』、第三册、1947年、26頁。
44）	 例えば、卓如『論冰心的文学創作』（『冰心論集・下』林徳冠・章武・王炳根主編、海峽文芸出版社、2000
年 9 月（129～159頁）の『四、傑出的現代児童文学開拓者』（149― 150頁）には「20年代初、中国現代児
童文学領域還是一片新開墾的処女地、冰心的『寄小読者』就以它独特的風姿、（中略）這部飲誉文壇的佳作、
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した際に冰心は、以前の文章は子どもを対象に書いたものではないと語っているほどである45）。
30年代初頭にいったんは、「将来の創作は子どもの描写に多くの力を注ごう」46）と、子どもを題
材とした作品の執筆に意欲を見せるが、『再寄小読者』が 4編書かれたほかは、これといった作
品は書かれていない。さらにここで述べられているのは描写のことであり、子どもを対象にし
た文章を書くとは述べていない。結局、冰心がはっきりと児童文学に携わる姿勢を示すのは、
帰国後のことである47）。その直前まで日本に滞在していたこと、その滞在期において上記のよう
な子ども向け読み物の存在がある点、以前の文章は子ども向けのものではないとする冰心の意
思を考えると、その姿勢を日本滞在期に少しずつ形成していたとしても　決して不思議はない。　
おわりに
　以上日本での冰心の執筆状況を述べてきた。日本滞在期は創作に乏しかった時期と言えよう。
唯一の小説『無題』も、趙清閣の依頼がなければ執筆しなかったかもしれない。女性作家の選
集を出版するにあたって、五四期を代表する女性作家冰心の作品は必要不可欠であったにちが
いない。選集の題名を『無題集』とし、巻頭に作品を載せたのも女性作家の魁である冰心に敬
意を表してのことと考えられる。冰心の側からすれば、趙清閣とは戦中から親しく付き合って
いた友人であったため、依頼を断りたくない気持ちがあったろう。そんな冰心の書簡からは執
筆にあてる時間がなかなか作れない苛立ちが感じられる。ようやく完成した作品であったが、
そこには戦中から続くスランプ状態からをひきずっている様子がうかがえる。だが、一方で、
物価の高騰や中国各地の荒廃した様子、人々の生活の苦しさがありのままに描かれており、時
代を映し出す資料としては非常に興味深い面もある。児童文学方面では、少ないながらも子ど
も向けの文章を意識して書こうとしていた事例があり、帰国後の児童文学作家謝冰心につなが
る糸口が見えるのが救いであろう。日本滞在期は冰心にとって児童文学に従事する前の過渡期
であり、作家としての迷いと葛藤の時期であったのかもしれない。
奠定了冰心在中国現代児童文学史上開拓者的地位」とある。
45）	 謝冰心「立ちあがる友への助言」」『冰心全集』、第三册、1947年、39頁。
46）	 謝冰心「我的文学生活」『冰心全集』、第三册、1932年、 3 -13頁。
47）	 謝冰心「帰来以後」『冰心全集』、第四册、1932年、29-30頁。

